




































として 『レッド クリフ』 が取り上げられている｡

















































































Genung (2005) は､ 対象となる英文テキストの95
%の語彙を網羅するのに必要な数の単語を BNC










を提供できる (2001 /2005, p.130) と述べている｡
また､ 代表的な上級学習者用辞書 (例えば Oxford
Advanced Learner Dictionary, Longman Dictionary








ている｡ Gass & Selinker (2008) は､ 語彙力の




えられている｡ Read (2004) は､ この語彙の知
識の深さの定義についてさまざまな考察を繰り広





Collins, A. M., & Loftus, E. F. (1975) は､ 知
識構造を活性化拡散モデルによって示した｡








る｡ Aitchison (1987) は､ “bird”ということばを
使って､ 鳥のプロトタイプから周辺への広がりを
図で示し､ それによるとアメリカ人にとって最も
｢鳥｣ らしい鳥は ｢こまどり｣ であると示されて
いる｡ しかし､ 日本で生まれ育った我々には ｢こ
まどり｣ は ｢鳥｣ ということばから真っ先に連想
されるほど､ 馴染みがある鳥とは言えない｡ むし















群, 220名) と､ 情報科学系以外の学部生 (統制
群, 184名) を対象に､ 言語連想を用いた調査を
試みた｡
『最新パソコン・IT用語辞典』 (2009) による










るもの (Opera, cookie, bugなど) と､ 元の語意
を知っていれば IT用語としての意味の推測が可
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